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様式第 1号 

会 議 録 

 

会 議 の 名 称 第２回 所沢市保健医療計画推進委員会 

開 催 日 時 令和４年１１月２４日（木） 

１８時３０分から２０時３０分 

開 催 場 所 所沢市役所 ８階 大会議室 

出 席 者 の 氏 名 
※別紙 「所沢市保健医療計画推進委員会 委員名簿」のとおり 

欠 席 者 の 氏 名 

説明員の職・氏名 様式第２号発言者のとおり 

議 題 （１） 委嘱状交付（新委員） 

（２） 委員長の選出 

（３） 第２次所沢市保健医療計画令和３年度取組状況評価シート 

（案）【第３章～第５章】の確定について 

（４） 第２次所沢市保健医療計画令和３年度取組状況評価シート 

（案）【第１章・第２章・第６章】の確認について 

（５） 第２次所沢市保健医療計画に関する取組について 

（６） その他 

会 議 資 料 

 

 

・次第 

・所沢市保健医療計画推進委員会 委員名簿 

・所沢市保健医療計画推進委員会設置条例 

・所沢市保健医療計画推進委員会の公開及び会議録の取扱いについて 

・資料１－１ 第２次所沢市保健医療計画令和３年度取組状況評価シ

ート【第３章～第５章】（案） 

・資料１－２ 令和３年度取組状況評価シート【第３章～第５章】説

明要旨 

・資料２－１ 第２次所沢市保健医療計画令和３年度取組状況評価シ

ート【第１章・第２章・第６章】（案） 

・資料２－２ 令和３年度取組状況評価シート【第１章・第２章・第

６章】説明要旨 

・資料３  高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業 

・資料４  所沢市保健医療計画進行管理スケジュール（案） 

・資料５－１ 意見シート（評価シート【第３章～第５章】） 

・資料５－２ 意見シート（評価シート【第１章・第２章・第６章】） 

・資料５－３ 意見シート（高齢者の保健事業と会議予防の一体的実

施事業） 

・参考資料 新型コロナウイルス感染症関連情報 
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担 当 部 課 名 

 

 

 健康推進部 部   長          瀬能 幸則 

       次   長          市川 勝也 

       センター長          安藤 善雄 

       保健医療課課長        小澤 一良 

       保健医療課主幹        河西 秀樹 

       保健医療課保健師       八川 麻紗子 

       保健医療課主任        日野 航介 

保健医療課主任        落合 健矢 

国民健康保険課課長      新井 浩嚴 

国民健康保険課主査      清野 良江 

健康管理課課長        松井 優子 

新型コロナワクチン対策室室長 中山 倫宏 

健康管理課副主幹       小野寺 健 

健康づくり支援課課長     並木 教至 

健康づくり支援課主幹     松本 加代子 

 

事務局 健康推進部保健医療課 電話：０４（２９９８）９３８５ 
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※別紙 所沢市保健医療計画推進委員会 委員名簿 

№ 所 属 氏 名 出欠 備 考 

1 公募委員 小野 佑季 ○  

2 公募委員 佐竹 良二 ○  

3 公募委員 小平 由美子 欠  

4 公募委員 稲田 武子 ○  

5 所沢市医師会 会長 赤津 拓彦 ○ ※委員長 

6 所沢市歯科医師会 副会長 北田 徳克 欠  

7 所沢市薬剤師会 副会長 塚本 京子 ○  

8 所沢市柔道整復師会 会長 河合 是幸 ○  

9 所沢市鍼灸師会 会長 原澤 清一 ○  

10 所沢市母子愛育会 平塚 由子 ○  

11 所沢市食生活改善推進員協議会 会長 丸山 静香 ○  

12 所沢市スポーツ推進委員会 副会長 中村 勝子 欠  

13 所沢市社会福祉協議会 事務局長 荻野 亨 ○  

14 早稲田大学 教授 扇原 淳 ○ ※副委員長 

15 知識経験者 二上 清次 ○  

16 狭山保健所 所長 山川 英夫 ○  

17 狭山保健所 副所長 田島 貴子 欠  

18 
埼玉西部消防局 

中央消防署参事 
日高 賢 ○  

19 市民医療センター医務部長 東 賢治 ○ 
※市民医療セ

ンター長代理 
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様式第２号 

発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

事務局（小澤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

事務局（小澤） 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

事務局（小澤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

扇原副委員長 

 

 

 

（開会） 

 

 本委員会は、本市の保健及び医療等の施策を推進していくための指針

となる「所沢市保健医療計画」を推進するにあたり、定期的に計画の点

検・評価を行うとともに、推進に関する意見等をいただくために、市民、

関係機関、関係団体の代表者、学識経験者等から構成する会議体として

設置しているものです。 

 

（委嘱状交付） 

新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、あらかじめ机上に交付。 

（人事異動等により保健医療計画推進委員４名の方の変更、田島貴子委

員は欠席連絡あり） 

 

（新委員３名による自己紹介） 

 

任期については、所沢市保健医療計画推進委員会条例（以下、条例）

第４条の規定により、前任者の在任期間（～令和６年６月３０日）とな

ります。 

 

（自己紹介） 

 

（自己紹介） 

  

本日の委員会ですが、都合により４名の委員さんが欠席されていま

す。出席者が１５名で、過半数を超えておりますので、条例第６条第２

項の規定により、委員会が成立しておりますことをご報告申し上げま

す。 

 

（昨年度まで委員長を務めていただいた前所沢市医師会長の京谷様が

退任となったため、委員長が決まるまでの間、条例第５条第３項に基づ

き、扇原副委員長に仮議長を依頼） 

 

それでは、仮議長を務めさせていただきます。次第の「（２）委員長

の選出」に移ります。条例第５条第１項によりますと、「委員長及び副

委員長１人は、それぞれ委員の互選により定める」とされています。 

委員長の選出にあたり、まずは事務局としての考えや候補者の案など
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発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 

 

事務局 

 

 

赤津委員 

 

 

 

 

 

 

 

事務局（小澤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局（小澤） 

 

 

 

 

 

赤津委員長 

 

 

事務局（日野） 

 

赤津委員長 

 

 

があればお願いします。 

 

（前任の委員長が所沢市医師会から推薦された京谷委員であったため、

後任の赤津委員に委員長お願いしたい） 

 

（赤津委員了承） 

 

（全会了承） 

 

（赤津委員が委員長に就任） 

 

（赤津委員長挨拶） 

 

（配布資料の確認） 

 

次に、「所沢市の会議の公開に関する指針」に基づきまして、本委員

会の公開及び会議録について、確認させていただきます。 

前年度と同様、本委員会は公開とし、「会議録は要約方式」、「発言

者は委員名を記載」、会議録は「委員長の承認をもって確定」とさせて

いただく取扱いでよろしいでしょうか。 

 

（全会了承） 

 

（本日の議事の説明） 

 

 それでは、ここからの会議の進行につきましては、条例第 5条第 2 

項の規定により、委員長が議長となります。赤津委員長、よろしくお願

いします。 

 

 それでは、議長を務めさせていただきます。 

事務局に確認ですが、本日の傍聴者はいますか。 

  

本日の傍聴者はおりません。 

 

それでは、議題に移ります。 

 議題（３）「第２次所沢市保健医療計画 令和３年度取組状況評価シ

ート（案）の確定【第３章～第５章】」について、事務局から説明をお
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発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 

 

事務局（日野） 

 

 

 

赤津委員長 

 

 

 

 

山川委員 

 

 

 

事務局（日野） 

 

 

山川委員 

 

 

 

 

 

 

赤津委員長 

 

 

原澤委員 

 

 

 

赤津委員長 

 

 

 

 

願いします。 

 

（資料１－１ 第２次所沢市保健医療計画 令和３年度取組状況評価

シート【第３章～第５章】（案）、資料１－２ 説明要旨【第３章～第

５章】及び当日配布資料について説明） 

 

この第３章から第５章の部分は、書面会議での意見がある程度反映さ

れたものになっているかと思います。 

資料をお読みいただき、表現の誤り、修正その他追記事項等、何かご

意見はございますか。 

 

 確認なのですが、資料１－２について言及してもよろしいでしょう

か。また、内容は令和３年度の内容に限定させていただくということで

よろしいでしょうか。 

 

 資料１－２についてもご意見をいただければと思います。また、ご認

識のとおり、内容は令和３年度の取組実績に対するものとなります。 

 

小児の二次救急について、これまで日曜日の夜間の対応が課題だった

のですが、昨年の６月、管内の協力医療機関で、第４・第５日曜日を引

き受けていただきました。 

 また、今年の８月には、空白となっていた第１・第３日曜日の夜間に

ついて引き受けていただきました。おそらく２０数年来、どこかしら空

白日がありましたが、現在は全ての曜日が埋まっています。 

 

 ありがとうございます。小児の二次救急の実施状況については、来年

度も評価が「◎」になるとのことですね。他にご意見はございますか。 

 

 資料１－１、ｐ.7の目標指標「所沢准看護学院・所沢看護専門学校卒

業生（合格者）の市内就職率」の評価が「Ｂ」から「Ａ」に上がってい

ますが、どのような取組をしたのでしょうか。 

 

 長く看護学校長を務めておりますが、所沢市医師会としては、卒業し

てから市内に勤務する方に対する、返還義務のない奨学金の支給に取り

組みました。 

 経済的に困窮しており、所沢市内で勤めたいと意欲のある方に対し、

毎月３万円を支給しました。現在は雇用保険の給付金も貰えるようにな
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発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員一同 

 

赤津委員長 

 

 

 

 

 

 

事務局（日野） 

 

 

 

赤津委員長 

 

 

 

事務局（日野） 

 

赤津委員長 

 

 

 

 

小野委員 

 

 

 

 

りましたが、それが貰えない方で所沢市内に勤める意思のある方に対

し、奨学金を給付したことが少し関係したのではと個人的には思いま

す。所沢市医師会としては、当初は上限額５００万円を支給したいと考

えておりましたが、予算の都合もあり、現在はそこまで達していないと

思います。 

  

他に何かご意見はございますか。 

 

（特になし） 

 

それでは、令和３年度取組状況評価シート（案）【第３章～第５章】

の部分については、概ね皆様の意見を参考に作られていると思いますの

で、さらに修正等がございましたら、事務局までご連絡をお願いします。 

続きまして、議題（４）「第２次所沢市保健医療計画 令和３年度取

組状況評価シート（案）の確認【第１章・第２章・第６章】」について、

事務局から説明をお願いします。 

 

（資料２－１ 第２次所沢市保健医療計画 令和３年度取組状況評価

シート【第１章・第２章・第６章】（案）、資料２－２ 説明要旨【第

１章・第２章・第６章】について説明） 

 

 評価の算出方法については、資料２－１の２３ページの自殺死亡率も

成人の喫煙率の減少等、他の「実績値が下がる程目標値に近づき、達成

度が高くなる指標」と同様の計算方式で実施しているのでしょうか。 

 

 同様の考え方で算出しています。 

 

 実績から見ると、自殺死亡率が悪くなっているように感じましたが、

そうではないのですね。 

では、第１章・第２章・第６章について、各委員ご意見ありますでし

ょうか。膨大な量なので、すぐにというのは難しいかとは思いますが。 

 

算出のパーセントについては、たばこをやめられた方、今年度の禁煙

率は増えていますが、次年度以降を計算するとき、たばこをやめたくな

い人が残っていくため、達成率はどんどん下がってしまうのではないか

と思います。評価を上げていくのが困難かと思われますが、今後はどう

考えていますでしょうか。 
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発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 

事務局（河西） 

 

 

 

赤津委員長 

 

 

稲田委員 

 

 

赤津委員長 

 

 

 

事務局（瀬能） 

 

赤津委員長 

 

 

 

 

平塚委員 

 

 

赤津委員長 

 

 

丸山委員 

 

 

赤津委員長 

 

 

 

 

 

 

目標に対して、実績で判断しているので、目標に少しでも近づけば実

績が下がることはないですが、目標に近づくと取り組みが手詰まりとな

るため、新たな努力が必要と考えています。 

 

 ここで資料を読みきることは難しいので、持ち帰り、改めて意見をい

ただければと思います。 

 

 健康マイレージの参加者が増えてきており、健康に気をつけようと自

覚を持つ方も増えているようなので、良かったなと思っています。 

 

実は、私も健康マイレージに参加しています。もともと埼玉県の事業

が先だったかと思いますが、埼玉県が先でしょうか。所沢市が先でしょ

うか。 

 

 埼玉県が先です。 

 

 健康マイレージは最初の手続きが少し面倒ですが、所沢市は地産地消

も念頭においていて、ところ産食プロジェクトの野菜、地元で使える食

事券などをインセンティブとして出していました。市民に向け、所沢市

を歩いてもらえるように市が努めていますね。 

 

資料を見て、よく細かく調べているなという感想です。ありがたいな

と思います。 

 

少子高齢化の中で子どもを育てるなど、大変な状況の方が多い。市と

しても困っている方に目が届くように気を付けていると思います。 

 

理解があまりよく出来ていませんが、細かく見て、確認しながら勉強

していきたいと思います。 

 

食生活の改善は極めて重要だと思います。独居高齢者など増えてお

り、自宅でインスタント麺しか食べていない方もたくさんいらっしゃる

と思います。我々がどのように関与していくかが大きな課題ですね。市

も大切な事項との認識を持っていると思うので、ぜひご意見をいただき

たいです。 
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発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

丸山委員 

 

 

 

 

赤津委員長 

 

 

 

丸山委員 

 

 

赤津委員長 

 

丸山委員 

 

 

荻野委員 

 

 

 

 

二上委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちの活動は大事だと思っています。高齢の人が増え、若い人たち

がもっと参加してくれるといいなと思います。若い人たちも参加しても

らえるよう、もっといい活動ができるよう、所沢市にも応援していただ

きたいです。 

 

このようなセットアップをするのが行政の仕事だと思います。お金と

人材は無限ではないですが、市の念頭にはあると思いますのでよろしく

お願いします。 

 

他の市町村はもっと補助金を出してくれています。保健センターの栄

養士さんたちは活動を理解、応援してくれているので、助かっています。 

 

栄養士の方々ありがとうございます。人は宝ですからね。 

 

栄養士の方々にお力添えいただいたおかげで、色々な指導をいただい

ています。 

 

 細かく見られていませんが、委員長と同じく、自殺死亡率の部分が気

になりました。現状より実績が増えているにもかかわらず、評価が上が

っている部分がどうなのかと思いました。家に帰って勉強したいと思い

ます。 

 

数字、評価については特にありません。記述の部分にて、評価シート

全てを読むのは難しいと思います。評価シートのみを見る市民もいると

思います。 

資料の２－１の２１ページ、認知症につきましては、今後問題になっ

てくると思います。市の方向性は整理されています。主な取り組みのと

ころに、（１）認知症サポーター養成講座を開催したとありますが、こ

の記載では、主な取り組みとしてはわかりづらいかと思います。認知症

サポーター養成講座の説明等を入れてもらうと評価シートの理解がよ

り深まるのでないでしょうか。 

内容については計画書を見ましたが、認知症について、「正しい知識

を習得して自分のできる範囲で認知症の人や家族を応援する」との記載

がありました。これは国からも発案されており、所沢市は社会福祉協議

会と協力しながら取り組んでいると思うのですが、年間を通して、広報

活動しながら開催しているものの絶対数は少ないです。講座の目的を差

し込んでもらえるとありがたいと思います。 
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発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 

事務局（河西） 

 

 

 

 

 

二上委員 

 

 

 

 

 

 

塚本委員 

 

 

 

 

 

 

 

河合委員 

 

 

 

 

 

赤津委員長 

 

 

 

日高委員 

 

 

 

 

 

ご意見ありがとうございます。評価シートはかなりの枚数があります

が、ぜひ目を通していただければと思います。わかりやすい記載を心掛

けたつもりですが、この言葉がわからない、わかりづらい等があれば、

補足が必要な部分など、ぜひご指摘していただき、今後反映させていき

たいと思います。 

 

議題を遡って申し訳ないのですが、資料の１－１の１１ページについ

てですが、市民医療センターの小児急患診療など、医療センターの取り

組みとして常勤のほか非常勤、医師会の派遣医師との連携、新型コロナ

感染症拡大の中、一日も休むことなく小児医療体制を安定的に実施した

ところは医療関係者の努力が書かれていて称賛したいです。ありがとう

ございます。 

 

認知症サポーター養成講座については、私もサポート養成委員として

講演会を設けながら、関係者へ広めていますが、コロナ禍の影響もあり、

ここ数年出来ていないのが残念です。数年前には三ケ島で模擬訓練を実

施していました。活動だけでなく、小さい規模でも講演会の実施等を実

施してほしいと思います。毎年２，５００人増やしたいと記載がありま

すが、増やすだけでなく、活動をどのように行っていくかも重要と思い

ます。社会福祉協議会と協力しながら話し合ってほしいです。 

 

２期目に入っている者としては、評価シートを見て、こういう取り組

みだと分かりますが、初めての方は難しいですよね。 

先程話にも出た健康マイレージについては、運動不足の患者に勧めた

りしています。患者もほぼ知っていますが、どうやっていくかわからな

い人もいるので、普及啓発運動が大事かと思います。 

 

市は健康マイレージに加えて、クアオルトウォーキング等も取り組ん

でいます。健康維持増進とか、商業のお店を加えてもいいかなと思いま

す。 

 

消防でも事務事業評価を行っており、目標指標に対する達成度で評価

を行う、定量的な評価を主に実施しています。喫煙のところでもあった

ように、ある程度の数値までいくとそれ以上の伸びがないですよね。定

性的な目標指標の評価方法は経験上、いい表現だと思いました。主な取

り組み実績を見れば、市がこれだけのことを実施し、成果が出ていると
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発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 

 

 

 

 

 

東（委員代理） 

 

 

 

 

 

 

赤津委員長 

 

 

 

山川委員 

 

 

 

 

 

 

 

赤津委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

扇原副委員長 

 

 

わかります。評価の部分の上がり、下がりは市民の方は気になるところ

かと思いますが、実績のところを読んでいただき、定性的な目標指標に

シフトしていくといいのかなと思います。勉強になりました。取り組み

ごとに進歩しているところがうかがえました。この内容でいいかと思い

ます。 

 

内容について意見はありません。よくまとまっていると思います。 

内科医の立場として、特定健診の患者、異常者を減らすのを目標とし

ていますが、前提として健診の受診率を上げていく必要があると思いま

す。病気が見つかってからでは特定健診を受けないので、正しい数字は

拾いにくいかと思います。計画には載っていませんが、個人的にはその

ように感じました。 

 

他の自治体では、病院を受診した際の検査結果で対応しているような

ところもあるようですが、少し問題があるようです。ちょっとした工夫

が必要かもしれませんね。 

 

細かくまとめていただいたと思います。小児救急、医療救急、新型コ

ロナ等ご尽力いただいていますが、状況がどんどん変わってきていま

す。小回りが利かない部分がある印象があります。昨年度の評価、新た

な課題、やり方を出すのは少ししづらい感じですよね。所沢市は大きな

市のため、計画をもって取り組んでいくのは難しい部分もあるかと思い

ますが、新たな課題等に対しても、対応していけるといいのかなと思い

ます。ひとつひとつの成果は上がっていると思いました。 

 

市が大きなものになると簡単には動けないですが、国際緊急援助隊で

行政職をやっていた時には、自分の命に代えても、隊員を守ると新規事

業に取り組んできました。市民に対していかに新しい事業に取り組み、

共助を築いていくかを考えていました。市が大きくなると、前例を踏襲

し、新しいことに挑戦が出来ない風潮ではダメだと思います。所沢市に

はそうなってほしくないですね。山川委員の意見は前向きに進んでいた

だきたいとの意見だと思います。皆さんが頑張っていける場を市長は作

ってくれると思います。 

 

コロナ禍において、積極的、地道に取り組んだ成果がＳやＡという評

価につながったのではないかと思います。他の委員からも新しい取り組

みとのキーワードがありましたが、全国の自治体でもＤＸ（※）の話が



  

 

12 

発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤津委員長 

 

 

 

 

事務局（新井） 

 

 

赤津委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐竹委員 

 

 

 

 

出てきています。方向性として、市もデジタル戦略は大きな柱で、保健

医療計画の位置づけ、どのように見えているのかという市民の関心もあ

ると思います。例えば予防接種、健康診断など受診率について、チラシ

というキーワードもありますが、デジタルのシステム活用や該当者には

対象者へプッシュ型、そのデータの自動集約などの機能もあるので評価

項目にも結びつくのではないでしょうか。ＤＸの視点から評価項目など

に取り組むことを検討してほしいです。 

 

※ＤＸとは 

 デジタルトランスフォーメーション(Digital Transformation)の略。 

 

ＤＸの推進は避けて通ることのできない道ですよね。某国から日本は

２流、３流でいいのか？と問われたときに上層部はＮＯと答えるので、

やはりデジタル化を遅ればせながら進めていきましょうということだ

と思います。次の議題に移ります。 

 

（資料３ 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業について説

明） 

 

若い時からの介入が重要なのは明らかですね。こどもの教育の中に、

健康教育を絡めた介入、アプローチをして、高齢者世代と関わっていく

かですね。訪問はよく行ってくれたと思います。どれだけの訪問を重ね

て実際に対面できたのだろうかと思いました。健康状態不明者の情報は

民生委員が持っているはずですが、それを個人情報保護の壁で共有でき

ない行政の姿勢に大変憤りを感じますし、歯がゆい思いです。このよう

な状態でどうやって災害時に助け合えばいいのでしょうか。根本的なと

ころを考えてほしいですね。我々も誰を助けていいのかわからないで

す。コロナの時もそうです。健康状態不明者はいい言葉だと思うのです

が、健康状態不明者を共助の場へどのように出していくかを考えてほし

いと思います。この内容は、市民に関係するので市民委員の方々にご意

見をお聞きしたいです。 

 

自分自身は後期高齢には入ってはいませんが、高齢者です。健診は受

けましたが、健診の中で要精密検査とあっても、仕事が忙しくて行けな

いです。私のように、医療機関を受診した方が良いが行っていない人も

おり、自分も変わっていかなくちゃいけないと思います。難しいですが、

気持ちの変化を啓発できるキャッチフレーズ等を市が考えてほしいで
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発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 

 

赤津委員長 

 

 

 

 

 

 

丸山委員 

 

 

赤津委員長 

 

 

丸山委員 

 

赤津委員長 

 

 

委員一同 

 

赤津委員長 

 

 

 

事務局（日野） 

 

 

赤津委員長 

 

委員一同 

 

赤津委員長 

 

 

 

す。自分の健康に時間を割けない人へ何かあればいいと思いました。 

 

行動変容をもたらすきっかけは大事ですね。様々なアプローチについ

て、考えて進めていくのは必要だと思います。食事面や気になるところ、

言葉、インセンティブなど、行政の見解もあるでしょう。ぜひ進めてほ

しいですね。栄養面は大切かと思うので、丸山委員いかがでしょうか。

高齢者の前段階でごはんを自分自身で作ることのできない方もたくさ

んいると想像しているのですが。 

 

色々な人に来てもらいたいと思いますが、高齢になると少なくなり、

若い人も来ないです。もっとアピールしなければと思います。 

 

日本はＯＥＣＤ(経済協力機構)統計でも圧倒的に隣近所と付き合い

がない国となっています。隣の方が何をしているのかがわからない。 

 

それはよく感じています。 

 

共助を進めていくことが大変重要だと思います。これから、課題とし

て進めていってほしいと思います。他にご意見はありますか。 

 

（意見なし） 

 

課題としてがんの予防と同様に循環器病の法案が通りました。絶対に

進めるべきものと思います。高血圧をいかにコントロールするかも近々

の課題でしょう。それでは、議題（６）その他に移ります。 

 

（資料４ 令和４年度所沢市保健医療計画進行管理スケジュール（案） 

について説明） 

 

全体を通して、何か意見はありますでしょうか。 

 

（意見なし） 

 

所沢市は人口３４万人と大きな都市であり、地域医療構想の会議で

は、西部保健医療圏では３２８床の増床が企画されています。コロナ対

応に尽力いただいた所沢明生病院が美原町へ移転し、狭山中央病院と合

併し、規模の拡大を予定しており、明生病院跡地には他の医師が手を挙
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発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

扇原副委員長 

 

事務局（小澤） 

 

 

 

 

げています。 

地域の医療状況は変わりつつある状況です。狭山保健所は管内人口８

０万人近くを対応していますが、そろそろ限界ではないかというのが所

沢市医師会の意見です。医療、保健、災害の時に動きやすい状況を作ら

なくてはいけないと思います。コンパクトな動きをするため、行政と地

域と我々でスムーズな動きができることを願っています。 

各病院の動きは市に権限がないことから、所沢市保健医療計画に入れ

ることはできていませんが、「市民の命は市が守る」ということを実現

できるようにぜひ協力していきたいと思います。 

以上で、本日の議事は全て終了いたしました。全体を通して何かご意

見等がありましたらお願いします。ないようでしたら、閉会のあいさつ

を扇原副委員長、お願いします。 

 

（挨拶） 

 

ありがとうございました。 

 

 以上を持ちまして、「令和４年度第２回所沢市保健医療計画推進委員

会」を閉会いたします。ありがとうございました。 

 

（閉会） 

 

 

 


